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子育ての喜びが見えるまちの実現を目指して
～人を呼び込み・育む「未来の担い手の拡充」～

施政
方針

約
20
年
先
の
高
齢
化
率
に
相
当
し
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
の
南
あ
わ
じ
市
の
高
齢
者
就
業
率
は
、

約
４
割
と
国
や
県
の
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
こ
の
就
業
者
を
支
え
る
側
と
考
え
る
と
、
約

３・２
名
で
１
人
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
と
な
り
、

国
の
平
均
を
上
回
り
ま
す
。
南
あ
わ
じ
市
の
シ
ニ

ア
は
、
男
女
と
も
に
健
康
寿
命
が
長
く
、
要
介

護
認
定
の
調
整
済
認
定
率
で
は
、国・県
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
強
み
を
生
か
し
、
高
齢
者
等
元

気
活
躍
推
進
事
業
や
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
な
ど

を
通
じ
、
いつ
ま
で
も
支
え
合
う
生
涯
活
躍
社
会

を
構
築
し
、
超
高
齢
社
会
と
い
う
大
き
な
課
題

を
解
決
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

❷
第
二
の
行
動
・
子
育
て
環
境
の
向
上
と

　
教
育
の
充
実

　
子
ど
も
達
の
健
全
な
成
長
、
社
会
を
支
え
る
人

材
づ
く
り
に
加
え
、
魅
力
的
な
子
育
て
環
境
や
教

育
で
人
を
引
き
つ
け
、
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を

図
る
た
め
、
引
き
続
き
、「
子
育
て
の
喜
び
が
見

え
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
学
ぶ
楽
し
さ
日

本
一
を
実
現
す
る
学
校
教
育
の
充
実
と
高
度
化
」

「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
拡
充
や
公
園
整
備
な
ど
、

地
域
の
人
々
に
見
守
ら
れ
過
ご
す
場
の
拡
充
」「
産

婦
健
診
助
成
や
男
性
も
家
事
・
育
児
に
取
り
組

む
職
場
づ
く
り
を
応
援
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
代

へ
の
総
合
的
な
支
援
体
制
」
の
３
つ
の
柱
を
進
化

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

❸
第
三
の
行
動
・
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

　
地
元
産
業
の
活
性
化

　
本
市
の
産
業
の
特
徴
は
、
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ

や
淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
産

品
を
軸
に
強
力
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
誇
る
一
次
産

業
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
豊
か
な
資
源
を

有
す
る
観
光
産
業
、
淡
路
瓦
、
淡
路
手
延
そ
う

め
ん
な
ど
の
地
場
産
業
の
存
在
、
と
い
う
３
点
に

あ
り
ま
す
。
担
い
手
の
確
保
と
い
う
課
題
に
取
り

組
み
つつ
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
機
会
も
活
用
し
、

「
観
光
と
一
次
産
業
の
融
合
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

の
元
、
こ
の
３
点
を
組
み
合
わ
せ
、
美
食
の
街
づ

く
り
や
ガ
イ
ド
養
成
な
ど
、
相
互
に
付
加
価
値

を
高
め
合
い
地
域
全
体
が
発
展
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❹
第
四
の
行
動
・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
現
代
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
や
特
殊

犯
罪
な
ど
、
誰
も
が
、
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
時
代
で
す
。
危
険
や
困
難
な
時
期
に
は
、
地

域
の
人
々
の
協
力
を
通
じ
て
育
ま
れ
る
共
助
の
精

神
や
強
靭
な
コ
ミュニ
テ
ィ
の
力
が
試
さ
れ
ま
す
。

　
強
力
な
コ
ミュニ
テ
ィ
力
を
基
盤
と
し
た
防
災

訓
練
の
充
実
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
、
完
成
間
近
と

な
っ
た
福
良
港
湾
口
防
波
堤
や
低
地
対
策
、
通

学
路
の
安
全
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
面
の

取
り
組
み
な
ど
、
引
き
続
き
「
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❺
第
五
の
行
動
・「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の

　
実
現
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の
円
滑
な
推
進
の
た

め
、
３
つ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
一
つ
、
市

民
と
行
政
が
、
対
話
す
る
機
会
確
保
の
た
め
の
、

各
種
団
体
と
の
対
話
な
ど
の
継
続
し
た
取
り
組

み
。
二
つ
、
自
治
会
加
入
促
進
事
業
な
ど
地
域
コ

ミュニ
テ
ィ
力
の
維
持
強
化
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
同
士
が
円
滑
に
意
見
交
換
し
、
協
働
で
き

る
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
。
そ

し
て
三
つ
、
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
市
役
所
職
員
の

育
成
と
組
織
開
発
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
た

め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
組
織
横
断
的
な
情
報
連

携
の
強
化
な
ど
に
よ
る
業
務
改
善
、
働
き
方
改

革
な
ど
、
働
き
や
す
く
・
働
き
甲
斐
が
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
先
頭
に
市
役
所
が
立
て
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
２
月
20
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
２
５
回
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
守
本
市
長
が
市
政
運
営
の

基
本
方
針
や
主
要
施
策
を
ま
と
め
た
施
政
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
と
予
算
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
予
算

と
主
要
事
業
の
記
事
は
４
～
７
頁
）

【
時
代
認
識
と
市
政
理
念
】

　
大
き
な
感
染
症
の
時
代
を
経
て
、
社
会
は
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
際
的
安
全
保
障
環
境
の
不
安
定
化
や
、
地
球

環
境
問
題
の
深
刻
化
、
人
工
知
能
の
進
歩
な
ど
、

人
間
の
生
き
方
を
大
き
く
変
え
、
公
平
や
幸
福

を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
時
代
が

迫
っ
て
い
ま
す
。

　
市
長
就
任
か
ら
７
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
を
強
め
な
が
ら
、
少
子
高
齢
社
会
を
克

服
す
る
た
め
の
五
つ
の
行
動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、「
子
育
て
の
喜

び
が
見
え
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
取
り

組
み
を
さ
ら
に
改
善
・
強
化
し
、
市
政
を
前
進

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
五
つ
の
行
動
】

❶
第
一
の
行
動
・
超
高
齢
社
会
の
克
服

　
本
市
の
令
和
４
年
度
末
の
総
人
口
の
約
36
％

は
、
65
歳
以
上
で
、
国
全
体
の
人
口
推
計
で
は
、

安
心
で
安
全
な
場
所
で
あ
る
た
め
に

庁
舎
防
犯
訓
練
を
実
施

　
市
庁
舎
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
う
え
で
拠
点
と
な
る

場
所
で
あ
り
、
市
職
員
の
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
、
南
あ
わ

じ
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
庁

舎
防
犯
訓
練
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
2
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
研

修
に
は
、
窓
口
業
務
を
担
当
す

る
11
人
の
職
員
が
参
加
。
窓
口

で
対
応
し
て
い
た
職
員
が
凶
器

を
突
き
付
け
ら
れ
た
と
の
想
定

で
、
犯
人
の
説
得
・
１
１
０
番

通
報
・
刺
股
を
用
い
た
対
応
・

市
民
の
安
全
確
保
な
ど
一
連
の

模
擬
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
を
受
け
た
職
員
は
、「
緊

張
感
の
あ
る
研
修
で
あ
り
、
訓

練
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
内
容

に
つ
い
て
、
課
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
共
有
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

刺
股
の
使
い
方
に
つ
い
て
教
わ
り
、訓
練

を
行
う
市
職
員

協
定
書
を
交
わ
し
た
南
あ
わ
じ
市
警

察
署
の
中
井
署
長（
左
）と
守
本
市
長

　
市
は
、
南
あ
わ
じ
警
察
署
と

「
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺

の
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
南
あ

わ
じ
市
に
お
い
て
も
令
和
５
年
中

の
認
知
件
数
が
５
件
、
被
害
総

額
は
１
３
８
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
協
定

に
よ
り
市
と
南
あ
わ
じ
署
が
連
携

し
、
高
齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
南
あ
わ
じ
署
は
、
市
内
に
住

む
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、
特
殊

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

市
と
南
あ
わ
じ
警
察
署
が
連
携

詐
欺
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
が
高
い
と

認
め
ら
れ
る
人
を
把
握
し
た
場
合
、

そ
の
人
の
個
人
情
報
な
ど
を
本
人
の

同
意
を
得
た
上
で
市
に
提
供
し
ま

す
。
市
は
、
提
供
を
受
け
た
情
報
に

基
づ
い
て
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
対
象
の
人
が
特
殊

詐
欺
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
福
祉
的
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
３
月
15
日
、
市
役
所
で
協
定
の

締
結
式
が
あ
り
、
守
本
市
長
と
中

井
秀
樹
南
あ
わ
じ
警
察
署
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。
中
井
署
長

は
、「
こ
の
協
定
を
機
に
高
齢
者
の

安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る

た
め
の
見
守
り
が
一
層
促
進
さ
れ
、

市
内
の
被
害
を
１
件
で
も
防
止
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　特殊詐欺被害に遭わないためには、着信前
自動警告機能等を活用し、犯人からの電話に
出ないことが有効な対策になります。

※機器購入前に申請が必要です

◆対象者
　65歳以上の人がいる世帯
◆対象機器
　次の２つの機能がある固定電話機または固
定電話機に設置する外付け機器

　❶着信前自動警告機能
着信音が鳴る前に相手に「通話を録音し
ます」などの警告メッセージを流す機能

　❷自動録音機能
　　通話内容を自動で録音する機能
◆補助金額（上限）　
　固定電話機１万円
　外付け機器5,000円
◆申請期限　
　令和６年12月13日（金）
※詳しくは市ホームページをご覧ください
問危機管理課☎43-5203

怪しかりける
“還付金詐欺”
の段

施政方針全文

議会で施政方針を述べる守本市長
気を付け候へ
“架空請求詐欺”

の段

市ホームページ

防犯機能付き電話機等の
購入費用を補助します

淡路人形浄瑠璃による
特殊詐欺撲滅番組
（市公式YouTube）


